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木製遺物の保存科学

わがl吋で水制週物岬臼酷科学的手法による保tf訟が実用化されておよそ10均一を数える.近年

低極地の発似調炎が附加するにしたがって、 木製週明:~の出土量も幅六むものと低勺てきてい

る.乙れらの木製;o物は 通常水に誼貯て保官されるが.恒久ty.JfJ保作処聞も吋開必要であ

り‘弓，~.その慣のt栄作処理が型胞されつつある。

文化庁では.iI物の保存処理のための補助金を昭和国年置から計上しており.水制遺物~I:I\

上品の保存処哩 l'墨色急速に進展している。また 保存処理のための盟置を睦置している緩聞

も畠地に噌IJIしてきている。今回の埋蔵文化財ニュ スでは‘ 「本割週明の保作科学Jをとり

あげ 乙の種保存科学開帳の知置の普及をはかるととも iζ 、~If処理の'1'"を退行するにあた

って括川1，、ただける且俊的世料とする ζとを計画した.さりに 発縦割掛でも木世直物取り鍛

いの:Mr.Hζ役立てていただければ幸いである.



木製遺物の理学的性質

11本の風土で、木製週物が tllllζ銭与するのは、泊跡が常κiiOI勺た状態にあった糊合がほと

んどで、乾誕の状態が練り返されるようむ遺跡では伎作しにくも、。したがって.尭』止される水

制iI'l物は いわば水wけ 栴対の状懲で長期間 tLj"rlC埋もれていたものが多も、。そのため

木材の l:~f.í成分であるセルロ スはどは、すでに流出 ・刷機しており.かわりに水が過飽和

にしみζんでいる.それゆえ 外見 lニは強1Mにみえるむのでも.自然に乾鍬させると、ひびtlJ

れや撤しい収絡を起し.ついには厄の陪をとどめはいほどにまで変臨してLまう.

ζのようえ広木型遺物を偶成する木材は 輔少する成分 〈セルロ ス分はどL~加する成分

〈アルカ リ抽出{誌、民分伝どにそして.リグニ Yのようκあまり変化し低い成分から"ってい

る.一般に セルロ m ス分の肱IfMが少ない木材はど合水3がは日い.また‘同じ条件の惇民団

胞にあっては、針i$i似材よりも広民樹材の占がセルロース分を貴いやすく 、腐敗LやすL、。

1;.'!:.if，i.kX7}を失勺た乙れら本材の恒久的保{f処flUI立、その1，かに古まれた水を他のま5.i:した

物置に置き換えて木製泊朝の眠状会維持するか、その眠状を変える ζとなく水を強制的に除去

する ζとによ勺ておζ 匂う. よ段針獲樹 下段広護側

左列出土直後右折j自然旋樋
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木製遺物が出土したら

土中でもろく位 勺ている木材は、発掘調査期間中、空摘にさらせば佐織が進み、藍!Bする。

11"ζ起勺た条件』ζある泡跡の場合Kはまだしも貴金だが.通常は、 ピニールゾートはどを被せ

て舵織を肪が'.げればはら低い.また 木材を常K握らせておくためκ吸極性のある低分子9誌

のポリエチレングリコ ル(PEG-6∞， 15剖江ど)を水iζ向きかして木材K直接撞帯したり、

布にしみζませて被置するとよい。いずれSζせよ、木型泡物が出土したら、空気中にさらす時

間をE小聞にとどめるととが肝要である.

提掘現掛から取りあげた木村は.恒久的な保存処理を抱すまでの!日l、乾燥させ低いようは配

慮が必要である.匝iζ‘水禍に納めて乾燥や変形を防いだり 、小型のものはらプラスチッ クス

劉タッパ-t.i，どの密111容器を利mするのらひとつ白方法である.ホーロ ーパット俗どにガラス

仮の甚を付けて使用する倒も多いが、 ζの場合には、ビニールνー トをー鋭敏むだりでをE問効

果は倍加する.

民WJNa. 水揖けにしなりればならない場合には、肪徹剤を添加する必~があるが、よく使"

されているホルマリンは車撤良があり、また、気北するのでJJij敬効果を持続するのはむつかし

いo *ウ般とホワ砂を 7 3の割合で握告したもの{割合を藍える ζ とによ って、水熔被の pH

を掴師できる)の的10% (lfi盈比〉の水溶液をつく っておき.実際6ζ値附する時1<.さらに、

2叫告ぐらい〈約0.5%)1ζっすめて使うと便利である.はお.同水熔}伎は木材を浸Lてから問b

tj. (制色を呈するが.乙れは埋厳中K木材Kしみとんだ提水位どが再び抽出されるためである.

木材成分が抽出されるのはきわめて少量であり、保存上の問題はほとんど芯い.

iIl物iζ付砂るラ ベルKは、紙や本札を使則する例も多いが 汚れたり、渇れたりすると文字

が見え俗くはったり、敏f且したりする場合がある由で.続近では、ポリエステル割の板やマイ

ラー紙iζマ ジッ クインキはどで曾きとむのが普通である。 しかし./1:のようは方法も簡単で恒

利である.すなわち、紙片に必要啄項をすべて記入したあと、ポリエステル製フィルムに封入

する方桂(定期券や免許証がプラスチックフィルムで封入されているのはζの方法〉である。

乙の方法で1;.ボールペン屯どの通常の筆記用具が直用できるので手俗である。記入カー ドを

封入場る手間は、 記入されたカード会 2枚のフィルムiζ侠み.甚置に何人するだけで、カ ド

を微みζんだ2伐のフィルムは 後者されカ{ドを封入した状態にする。その所要時間は 1分

とかからt.n、 詰置には 「ラ ζ ネ タSI2J (幅240x奥行205x高さ 150園、国士写真フィルム

K.K型.田1.000円より各極}や「ラミペッ トL-I曲J(明光商会K.K製 58，0叩円より各種〉な

どがある。カードを封入するための「ラミネ 卜フィルム」のサイズは.畠繊同窓されている

が、 70xI田.のものが一般的である.1同校入 lセット2，000円。なお、フィルムは必擦はAき

さに切断して使用する乙とも可能である。

ζのようにして作成したラベルは、水中では同ら宜化する ζ とは俗いし.65"(;の PEG水浴

液ICI i手問掛けておいても藍賀し伝いので、 pεG含量法〈後述〉による恒久的保存処煙の際

κも特別伝配慮を聾しえなL、 ただし 90"(;を越える高温の同水様液IC1年間も潰げておくとフ

ィルムは多少劣化する乙とがあるが、乙の場合でも、処理後ラベルを新しいフィルムiζ封入L

Uおすζとができる.

3ー



恒久的な保存方法

自然乾燥による木材の変形は、過曲和iζ含まれている水が蒸発する過程で生ずる。木材表面

の水が蒸発(表面蒸発)すると、それに対応して表耐と内部の吉水t訟がアンバランスiζ江り、

内部の水は悠散〈内部鉱散)しようとする。ζのとき、水の表面部分への移動にともなって水

の表面揖カ〈界面強力)が作悶 L、ζれ』ζ耐えられないほどもろく伝った木材の燭合、その担

鮪 ・変形をまねく。元来、物体のi>i:絹とは物体中に含まれる液体の表面恭尭と内部鉱散のくり

かえしによ勺て進行する。

PEG含漫記長

木製ift物を恒久的に保存するためには、 E田不安定江古有水分を他の安定した物質iζ置き換

えるのがひとつの方法である。それによく採用されるのが高分子化合物のポリエチレングリコ

ール(以下 PE G)である。 PEGは化学工業のみならず、木判工業の分野でも ‘木材の寸法

を安定化させる聾剤'として広〈応111されているらので、化学的にも安定Lた物質で、分子置

の大きさによってその眠状が災なる (PE Gの物性一置2侵害問)。たとえば、PE G-4000 (平

均分子量37ひ0)は、常温では固形を呈し(融点的55・c) 水κ溶ける性質を持っている。木製

遺物の恒久的保存のためには、乙の PEG-4曲Oが使われる。乙れを保温可能'Jタンクの中で

液状iζ保ち 木材を漬けておけば木材中の水は少しずつ PEG裕被と田き換わる。

r P EG古世法」と呼ばれる乙の方法では、通常 P EG -4叩G の 20~彰水溶液花木材を設す

ζ とから始め、漸次、担度を高めていき、段終段階では 100%近い PEG溶液をしみζませる

乙とになる。処理湖聞は、遺物10)大きさにもよるが住銀など比較的大型のもので少抱くとも 1

年をかけなければならない。乙の方法は、大型の木材や大畠の木材を処埋するのに劫巣的であ

る。処製後の状況U、 PEG -4000の比重が 12であるため、さらK木材は置く江る。また、

PEG吉宮後白木材は炭化したょっiζ期化する乙とがあるが. トリクロールエチレン (トリク

レン〉で木村表面をブラッシングするか、阿波iζ|数秒間1温Lて表面洗(.flすれば、容呂l乙本来

白木村の色調をとりもどす乙とができる。むお トリクロールエチレンにおよそ 5%程度の P

EG-4回0を前かしておけば、洗浄された木材表面に PEGが筏留し補強申効果もあがる。L

かしはがら、 x障には同液を洗浄のためK繰り返して使用しているうちに木材から溶出した P

EGがトリクロールエチレンに溶けてくるのでその必要M江L、
向訟は保温可能な桂i7lとそれを像作できる人目が縫保できれば、比較的主tftlζ実施できる。

現在.最も信頼できる安全な恒久的保存方法として知られており 各地で広く利用されつつあ

る。木型遺物を水中で保官する状況から脱却できる干短かな方法である。

真空濠館経録法

その他の恒久的な保存方法として、 合釘水分を強制的iζ除去する方法がある。そ白ひとつは

『真空凍結乾燥法jで 「アルコール エーテル・樹脂法」もとれにはいる。

「真空凍結乾燥法JI立、木材中の水分を予備凍結したのち、高真空下で保務させる方法であ

り、水の木材内部におりる拡散を防止し したがって、木材の収縮 .壷形をさける乙とができ

る。乙の方法は、生化学 食品創造などの分野でも広く活用されているものである。
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処理の聾聞には、木製遺物iζ吉まれている水を融点25"(;の有緩浴剤.第三プチルアルコール

(CAiOH)に置き倹えてかり凍結舵燥する.水を含んだまま凍結位録するよりも位燥崎聞を大

幅κ短縮する ζ とができるし.ひいては、ひび割れや宜昨もほとんど生じ広〈なる。通常Ii.

第三プチルアルコール白2u%水機液iζ木材を薗ける.第三プテルアルコールの謙虚は、障々に

高め、厳終段階では第三プチルアルコールに PEG-4田Oを60%程度溶かLた複を木材にしみ

とませる.乙れを真空凍結乾燥機の詰料室に入れ、すばやく -'0"(;下で予備凍結する.完全に

凍結されたら.試料室内を的7ぼ)()分ノ l気圧に酷圧すると 第三プチルアルコールは早い速度

で界慈しはじめ.マッチ相大の木割iI物なら約10時間で乾録する。第三プチルアルコールに比

ぺて.分子置がはるかに大きい PEGは凍結乾燥後も木材内調11<残留し.*11を強化する.は

お、木製遺物の腐朽の干迎宜や保存状態の異包る針直樹 広龍樹などの樹植に合わせて、木材iと

しみ乙ませる熔液の PEG-4田0の複度を50-80%の範囲で調整するととが可能である.ζの

保存方法によると、木材の古有水分をすべて PECと世き換える rPEC吉自信」とは異'.り、

処理後白木材の中に空闘が維持され.新材と同じよう'.物性を与える ζ とができる。木併の腐

朽の睦lJI:や樹樋のちがいに応じて適当I孟の PECを古設させて処慢後の木材の物性を自由に誼

;iEできるのも大きな特長である。特iζ脱色山添自はどの前処恩をLなくても乾燥後白木材は新

鮮紅色を取り毘すので木簡はど、 !/H守や草色町ある遺物の処理にも効果的である。

アルコール・エーテ".樹脂，.

fアルコール ・エーテル ・樹脂法Jは$"，1を利IIJして合成樹脂などをしみζませて強化する

方法である。ζの方法はエーテルの表面張力Cl7dyn/cm)が水のそれ (72dynlcm)にくらべて

小さいととを利用したものである.すなわち、表面蝿力の小さいエ テルを手'11目すれば乾緑過

程の内部拡散による収縮や霊JUI孟鮫小闘にくいとめる ζ とができる.エーテルは水にほとんど

諮り紅いので、ホを古んだ木製iI物低、ありかじめ 水やエーテルに可均等はアルコールと臨検

したのち エーテルをしみ乙ませる.さらに、エーテルKはダンマ ル樹脂、ピ ズワックス.

ロジン、ひまし油、そして、スタンド油江どを溶かしておき 乙れを木材にしみ乙ませる.エ

ーテルが乾燃したあとは ζれりの天間樹脂は木判内部に銭面して木材を繍強する。同誌は P

ECを使用し低い申で水I<jIj(l'iOl僻するなどの恐れはずみいし、水よりも量而蝿力の小さい有機

浴剤を使闘するので処理期間を大幅に短縮するζとができる。

しかしはがら乙白方法では.保存状態の良い木型iI物や編物、竹かζ、福物質酷維加工品紅

どのよっに比較的ヲすい形状の遺物保存κはきわめて釘劫は保存法であるが、処理後の木材補

強のための樹脂捜度を50勉を雌えて古昔させる ζ とはむつかLく.腐朽の激しい、もろい木劃

遺物を十分iζ強化できはい場合がある。また、エーテルのき修点は35・'C!.i.ので、その取り彼いに

はト分注意しはeすれば江らはい。 したが勺て.エーテルκかえて湧点が 140"cのキ γ レン〈器

面強力団dyn/cm)を使う方法もあるが.いずれにしても有機構剤を取り倣うといっ危険は免

がれず特に大型の透明や木製;a物を太鼓K、同時に処理する噛告には、法悼はどK噂じた特

妹む保存処m飽控や専門書白を必要とする。
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PEG吉理法

水割;o物は水'111ζ保官しているあい

だにも.相互κぶつかりのうむどし

てIU傷する ζ とがあるo ;ø物 I~ ナイ

ロン割'.ど白イミ櫨布〈和紙ふうのや

わらかい術)で醐包し 保讃する.

不躍。，で保護された遺物は.さらκ

まとめてステンレス到のかとに納め

る.ζのとき、111土地医Cとに、ま

た 割品の大きさや材質芯ども~雌

してグル プ別iζ分砂て収納する。

PEG <1αlOの却%水能縦を調創

し.ζれiζ遺物を浸す。紅お.:ibl 
タンクの材世はステンレス却である

ζとが守!ましい。 PEG由水前械に

対する耐蝕性が舵もすぐれている.

グループ別に納められた温物i率、腐

蝕のf'm!:のらカ旬、などによ 勺て P 

EGの挽庇やf育長速度をjIJ節する ζ

とが， ;J能。古珪タンクのよ~世iζは作

，ll'程ICJ.¥ずくスペースを鑑保する.



PECを括質状』ζ保つため.合設タン

クを65'C(PEC 4氏JOの融点は*"

55'C) 1<Ct!i:lする性能が必聾.遺物

を納めるケースの材世Uステンレス

のほかプラスチックスの使!IJも可。

P EG 4創犯のlt，'Rが1.2むのでiJi

M変化から古掛処聞の終了時点を儲

.8する乙とができる.古品処理を絡

えた遺物は、話品働をしみζませた有z
~でJl面の PEC均年波を拭き取る。

PEC 1.\"~した直物はU\化する乙と

カfある.しかし 卜リクロールエチ

レンでぷlfii~(flするか、ト1m被iζ短

時l:arlす乙とによ 勺てぷ耐の PEC

をItい訴し 厄の色調が向りれる。

同法，.保温が"J能俗タンクさえあれ

ば比柑的問l~にやl川できる五法とし

て広〈知られている.比較的大型の

泡物はζの)j訟で処理が吋能である

が 蝿I誌がかさばるζとは吾めむい.

• ••••••••••••••••••••••••••••• 
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真空事結乾操法

品空疎帖乾録法は.木聞はどの比較

的小型の泡物を対象にして処処hする.

木簡の中でもその大きさや形状別iζ

分閣し、 PEG古浸訟の樹合と川織

に不眠布などで梱包し、保謹する.

凍結乾燥する前1<，遺物中白水分を

ター γャリプタノーMζ置き換える

両I処聞が必接である.ターシャリプ

タノールの融点が約25"Cなので保

剥が "J能鉱山処f~盟置を値川する。

ターゾヤリプタノ ルの20~島 iI<~待機

。ζ週明をHすζ とから胎めて徐々

に置世を高め 結後IC:l;tタ シ守 リ

プタノールにおよそ60%の PEG

4α加を出融したものを古副させる.

前処聞が終ったら遺物を古叫タンク

から取り山し、すばやくアルミフオ

イルで包み、凍結する。凍結される

までの問.タ ーシャリプタノールが

線発するのを抑制するためである.



IZI犠当Iflζ遭物を世人したら. -40"(; 

下で♀'滋iζi!I!帖する.さらに 試料

識をrHOOO分の l気圧にまで輔圧

L.週物の温度はおよそ20"(;まで上

#させて胤空凍結舷側が通行する。

.l宜舵織を聞拍したら.通常 i貨物

の極度を-40"(;から常温にまで徐々

に高める.貞型下での凍結伎燥に聾

する時聞は‘本聞大(長さがJ却咽〉

のものでおよそ10-15時間である.

前処用の段階で A<Uの制l聴を強化

するために PEG 4ぽ却をターシャ

リプタノールに熔かして古叫してい

るので、。E燥処用後の世感は新材

により近く俗り、木材としての物性

(吸説脱極性江ど〉も或る程度κ
までI凶置させる ζ とが可能である.

友処理前右処理後

a
a
r

叶
寸
.

9 
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アルコール ・エーテル・樹脂法

本型週明由ほか、竹かζや編物はど

制物質織維加工品の保存処~I!lc b効

取がある。たとえば.写真由ょっ紅

土器に植の皮が闘状iζ巻きつげてあ

るi8物"どにはいl誌が利聞できる.

遺物全体を合成樹脂で硬化するには

遺物<1'の水分をアルコールで置き換

え つぎにJ<iffi叫ノJの小さいエチル

エーテルと田換する.さらに合成樹

脂を向浮かした者向放をしみζ ませる.

Ii機裕J¥lJを世111する場合1C1i.特別

iζ安全江盟四を設置し江'すればむら

伝い。す伝わら、低誼維持ができる

山岨系申ものである.闘の合叫捕に

は側目宮内:lJ1Iζ昨ホが直流している.

処理すべき泊朝は. PEG 古世訟の

場合と同様 ナイロン到の不臨布は

どで醐包する.さらにステンレス聞

のカゴに納めて合叫栴ICUし、置物

のlJ)状をIfl備しはいょっ出護する。



竹かEなどの漬物の樹合には、液中

でほぐれてしまう位障がともはう。

不酷布で包みζむだ妙で伝〈 ‘さら

に、綿糸拡どを巻きつけて l一分iζ保

護してから処問機ILlXすよつにする.

続。緩む眠状の遺物では、吉証するた

めの宮器にも配雌する。観絡サイズ

の班i:{fJデシケータ を使則すれば

iII物白夜債に近いものが選定できる

ので余分}fJ桃液を使わ伝いですむ.

アルコールからエーテル、そして所

定j訟のダンマール樹脂、ビーズワッ

クス伝どの樹脂を H-}ILしみζませ

る.乾総時iζ聞しては 向開乾燥の

他‘t!空位燥すれば仕上りは'向、.

埠物の必I(ijIζ余分伝樹脂が必111して

いる場合もあるが、真空乾燥(1曲~

5叩 ffimHgで i一分である} したあ

と、トリクレ :/tJどで財部的iζ洗浄

すれば間JI1ILクリーニングできる.

11 
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特殊遺物の保存法

金属が付隠した木製遺物

本軍1週明の・l'では金属が付随している

制品も多い.乙のょっな遺物は 民期

1m水に漬けて保百するのは金属のため

に自くない。早担iζ保存処理が必躍で

ある.また 金属部分が見えはいとき

には X蹄遁過写真を応問して眠状拡ど

を徹必しておく。金岡部分が取りはず

せる羽合には、それぞれに適合した保

保処理をすればよい。それができ白い

崩合には、通常金岡の保#1(lff点を

おさ l'iI刑を利則した保ItIl'で全体を

鋭化するのが合開的かつ行効である。



木簡前片

公開文書や物品の付札とな ゥた木聞は

~h~~部分を削り滋して木札がjtJ(叫1/さ

れた.木聞から削り磁された削片は

符通の水型遺物と同織に.白剤舵燥す

れば元の11'1}(を完全にtWJぅ.ζれら

は生物田本信どにみられるプレパラー

トJj式で保存する。削li-をまず、アル

コールに起して脱水し キνレンと置

換する。そして 合成樹脂を悼ヲて二

枚のガラスで左lじζむ.削片岡土を述

帖して木簡をilHJN"る必躍が生じた場

合に処胆jjijの状態IC.Wす乙とが可能。

• 

- 13 
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偏物質総厳加工品

植物町鎗錐~J工品の保存Sζは.アルコ

ール ・エーテル ・樹脂t:Y，iどを応用で

きるが、それに t摘が付随している場

合には、上IIICと硬化しむ付れば伝り

ず.前剤をやl川する}j訟は能;f1的では

はも、0 "，を使州する PEG;，¥WtをK;

川するのがi恥、o I峨tζftまれる水分

は PEGで置き換え勺れるのでilI物と

ともに温度に磁!化するζとが可能であ

る. なお、 P EGft~による遺物の111

化は避けりれないが、本~温物の掛合

と r~~織に占耐を洗浄する ζ とで解消。



君臨担晶

楼製品の衆地がノド材申場合1C:li.その

腐刊が搬Lいために漆腹自体を独自に

強化し俗りればはら信いζ とが多も、

保({.法iζは、 PEG吉良法真空..桔

乾総刻、.そ Lて、アルコール ・エ テ

ル樹脂怯むど いずれの}jil，も応用

できるが、議肱の~'I'峠やその創作銭Fよ

fみどを行雄して保イ'l-}jttを使い分ける

ζとが肝世である。伝お、いずれの方

法を利IIJする副作にも、保イr処聞の溢

1'，でポ地がf'Tiかに収縮しでも楼脱との

!日lで制般が生じ症躍する乙とがある。

- 15-



各種保存法の検討

現夜、わが国で'ill告されている木割透明の恒久的匂保存法と Lては、①PEG吉置法 @日

空凍結佐録法.そして申アルコール ・エーテル・樹脂法があげられる.

本型遺物の保有担理を段初に試みられる騎合iζは. iず包白方法を揺択し 検討されると

よい。保世可能似合浸タンクとそれを操作できる人且が儲保できれば‘ PEGの水溶液の中κ

遺物を浸しておくだけの簡易は方法訟ので.比般的央倣倒回少'.い安全信保存法である。保存

状態のあまり良くはい広草樹材伝どには、(i白方法が段通であろっ.処理後の木材ぞ補強する

ための PEGの吉日鍾を自闘に調節できる田で合図的である。①や@の方法も応用できるが.

腐食のすすんだ木村1<.再び新材に近い物性を与える乙とはむつかLいと思われる。一方.比

目的保存状態の良好江木材 (ζのよう'.木材の多〈は針盤樹である)には、①、@のほか③

四方法が有効である。天然樹脂が古世される Eとにより、木材組輔がさほど藍機していない針

藍樹材屯どは.それなりに新材κより近い繊細を呈する.喧の方法では有機均等舟lを使闘するた

め、処理期間は①の方法lζ比べて大幅に短縮するζとができる利点を持つ。しかLはがら、取

り世いの略目危険がともむうほか‘腐朽の搬しい木材K対しては十分な強置を得る ζ とがむつ

かL く 、 処理後のSl:~が危tlIされるので世意し'.ければはら t..: ~、。

木聞のように魁脅があ勺たり.草色町絡されているiA物はどには.特iζ.脱色 ・標白などの

前処理をしなくても乾燥後の木材の色調を明るくする②の方法が効果的である.①や事の方法

も応悶できるが 包の方法では処理後の軍鍾がかさみ、本質感を拙なう欠点があるし、 @の方

法では木村の保存状態や泡物の居状、木取り加工のちがいはどによってiA物κ藍形を与える乙

とがある。いずれの方法も.溜物の材質や保存状盟はどを十分K検討したうえで.それぞれの

遺物花見合った処理方法を各掴値い分ける配慮が肝要である。

ポリエチレングリコールの物性

縫 制 平均分子盆 融点・c 水溶性 外 回

PEG-300 285 - 315 -15 --8 完 格 やや帖調‘無色

PEG -400 570 - 630 20 - 25 完 議 欽ζ う状

PEG-I000 950 -1050 38 - 41 溶解匪70 軟乙う状

PεG 1500 500 -600 37 - 41 溶解度70 歓乙う状

PEG-1540 1300-1600 43 - 46 熔解'&70 ロウ状固体

PEG-2000 1900 -2100 50 - 53 議解度62 ロウ状固体

PEG ← 4000 3000 -3700 53 - 56 溶解度目 白色フレーク状

PEG-60QO 7800 -9000 60 - 63 溶解度50 白色フレーク状

- 16-
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